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Ⅰ概況 

 1 設立年月日 昭和 60年 4月 1日  社団法人認可年月日 平成 5年 11月 9日 

公益社団法人日本グラススキー協会 移行認定登記  平成 22 年４月１日 

 2 定款に定める目的 

  この法人は、わが国におけるグラススキー界を統括し代表する団体として、グラスス

キーの普及及び振興を図り、もって国民の心身の健全な発達に寄与することを目的と

する。  

3 定款に定める事業内容 

   この法人は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。  

（１） グラススキースポーツ普及及び振興  

（２） グラススキーヤーの育成及び強化  

（３） 国際スキー連盟グラススキー委員会との相互協力  

（４） その他この法人の目的を達するために必要な事業  

前項第１号並びに第２号の事業は日本全国、同項第3号並びに第４号の事業は本邦

及び海外にて行うものとする。  

4 所管官庁に関する事項 

内閣府（公益認定等委員会） 

3 会員の状況 

種類 正会員 ジュニア会員 一般会員 総数 

当期末 39 49 72 160 

前期末 40 56 90 186  

前期末比増減 -1 -7 -18 -26 

     ＊会員減要因＝大会参加資格変更（競技会等へ会員以外の参加を可能とした為） 

4 主たる事務所  

〒270-0014 千葉県松戸市小金 335 番地エステート E-309 

TEL047-309-7001 FAX047-309-7002 

URL：www.grassski-or.jp Mail：info@grassski-or.jp 

5 役員等に関する事項 

役職 氏名 現職（元職） 勤務状況 

総裁 高円宮憲仁親王妃久子殿下 非常勤 

名誉会長 竹鶴 威 ニッカウヰスキー㈱相談役 非常勤 

顧 問 坂本祐之輔 財）全日本スキー連盟 副会長 非常勤 

会長 小林 英夫 ㈱アルビオン代表取締役会長 非常勤 

副会長 盛田 英夫 盛田アセットマネジメント㈱取締役会長 非常勤 

副会長 重光 昭夫 ㈱ロッテ 副会長 非常勤 

理 事 三島木 和晴 林化学工業㈱代表取締役社長 非常勤 

理 事 藤田 洋一 事業及事務局統括 常勤 

 



 

Ⅱ事業の状況 

1.事業の実施状況 

（１） グラススキースポーツ普及及び振興 （公益事業1.普及振興） 

＊体験会（60 名×7日＝420 名参加）埼玉県武蔵丘陵森林公園 

5/8（土）日本テレビ 2分放映 9（日）15（土）16（日）22（土） 9/24（土）25（日） 

（雨天中止 5/23・9/23） 

＊講習会・トレーニング会（StepUp2010） 

6 月 19 日（土）山梨県都留市サンパーク都留グラススキー場 

 指導者研修会（11 名参加）/ジュニアトレーニング会（14名参加） 

 7 月 4 日（日）群馬県前橋市ＡＫＡＧＩ芝スポーツ  指導者研修会（10 名参加） 

 7 月 17-18 日広島県サイオトスキー場  講習会/Jr トレーニング会（17 名参加） 

 7 月 24-25 日徳島県美馬市中尾山高原  講習会/Jｒトレーニング会（22 名参加） 

 7 月 24-25 日宮城県七ヶ宿町七ヶ宿スキー場 講習会/Jr トレーニング会（19名参加） 

  ＊検定会 

  6 月 19 日ｻﾝﾊﾟｰｸ都留：オフィシャルテスト 1st 5 名受験 2名合格 2nd2 名受験 2名合格 

7 月 18 日サイオト：オフィシャルスト 1st 1 名受験 1名合格 2nd 1 名受験 1名合格 

9 月 26 日ふじてんリゾート：Jr テスト 1st 受験 3名＝合格 3名 

 オフィシャルテスト 2nd 1 名受験 1名合格 

 ｱｼｽﾀﾝﾄｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 2 名受験 2名合格 

10 月 16 日斑尾高原  

オフィシャルテスト 2nd3 名受験 2名合格 1st1 名受験 1名合格 

 ｱｼｽﾀﾝﾄｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 1 名受験 1名合格  インストラクター 5名受験 2名合格 

10 月 23 日七ヶ宿  オフィシャルテスト 2nd 1 名受験 1名合格 

 

（２） グラススキーヤーの育成及び強化（公益事業2.育成強化） 

＊チルドレン・ジュニア育成強化 

2010 ジュニア世界選手権最終選考会 6月 20 日（日）山梨県 ふじてんリゾート 

参加者 23名 選考結果男子：田中善之・斎木達彦（辞退）女子：仁神麻里 

  ポールトレーニング会  10 月 15・16 日 長野県飯山市斑尾高原 

   参加者 22 名 ゲストコーチ：ヤン（チェコ） 

＊ＪＧＳＡ公認大会 SL 8 月 15 日（日）山梨県都留市サンパーク都留（参加者数 56名） 

 ＊第 6回都留市ジャパンジュニアグラススキー大会（8月 20-22 日山梨県都留市） 

SL・GSL 参加者 52名（4/8 ブロック：東北・中部・関東・四国） 

  2011 チルドレンズキャンプ代表選手：竹内さんご・高木雅也（サンパーク都留ＧＳＣ） 

 ＊Okada-Cup9 月 11 日（土）SL（26 名参加）12日（日）SC（28 名参加） 

山梨県ふじてんリゾート  （負傷者 2名 指骨折・前歯破損） 

 ＊FIS 公認第 26回全日本選手権・第 17 回高円宮牌：総裁ご臨席 



  10 月 1～3日 山形県米沢市天元台高原 

  10/1 コースオープン 2 日全日本選手権 SL・GSL 3 日高円宮牌 SC 

  参加者 60名（チェコ 3名・台湾 4名） 

＊第 25 回全日本テクニカル選手権 長野県飯山市斑尾高原  

10 月 16 日 参加者数 22名（新規デモ推薦者無） 

 

（３） 国際スキー連盟グラススキー委員会との相互協力 （公益事業3.国際協力） 

 ＊FIS カレンダーミーティング 4月 24-25 日（AUT インスブルック） 

      2010FIS レース・ワールドカップ、ジュニア世界選手権・チルドレンレースについて 

＊FIS ミーティング（6月 TUR）2013 年世界選手権会場候補地（七ヶ宿）概要発表 

＊FIS レース 6 月 11～13 日・オーストリア 

新谷起世 SG 優勝 GSL2 位 飛鳥井匠哉 SG17 位 GSL13 位 SL15 位 

＊FIS チルドレンカップ（ドイツ）6月 26-27 日 萩生田博之 SL・GSL 優勝 

＊FIS ワールドカップ（7月 3-4 日・チェコ Cenkovice) 

 新谷起世 GSL6 位 SL4 位 岡田利修 SL8 位（WC初入賞） 飛鳥井 GSL15 位 

＊ワールドカップ（スイス）7月 9-11 日 新谷起世 SC2 位 岡田利修 GSL15 位 

＊FIS レース（7月 17-18 日・イタリア） 

 新谷起世 GSL3 位 岡田利修 GSL14 位 SG16 位 SC15 位  

飛鳥井匠哉 GSL20 位 SG22 位 SC20 位 

＊チルドレンズキャンプ・レース（7月 12～19 日イタリア）監督：矢野誠  

選手：尾畠詩織 SL3 位 GSL6 位・萩生田博之 SL優勝 GSL3 位 

＊FIS ジュニア世界選手権（7月 29 日～8月 8日・イラン）監督：飛鳥井匠哉 

選手：仁神麻里 SC2 位 SL 優勝（日本人初）SG3 位 GSL3 位 田中善之 SG11 位  

＊FIS ワールドカップ（8月 5-6 日・イラン） 

新谷起世 SG4 位 GSL2 位 飛鳥井匠哉 SG16 位 

＊FIS チルドレンズレース（8月 14-15 日スロバキア） 

萩生田博之 SL・GSL 優勝 

＊FIS ワールドカップ・FIS レース（8月 21-22 日オーストリア） 

 WC・SL：新谷起世優勝 飛鳥井匠哉 11 位  FIS・SL：新谷起世 2位  

＊FIS チルドレンカップ（チェコ 8月 28・29 日） 萩生田博之 SLL3 位・GSL3 位 

    萩生田博之：チルドレン 1クラス年間総合優勝 

＊FIS ワールドカップ・FIS レース（9月 17-19 日イタリア） 

 SG：新谷起世 3位 飛鳥井匠哉 14 位 SL：新谷起世 4位 飛鳥井匠哉 14位 

SL：新谷起世優勝 SSL：新谷起世 6位  新谷起世選手 総合準優勝 

 ＊FIS ミーティング（スイス 10月 2日）   盛田英夫副会長出席  

ＦＩＳグラススキー委員会のあり方について（競技ルールについて） 

   女子ルールについての提案／2011 シーズン競技スケジュール 他 

 



（４） その他この法人の目的を達するために必要な事業  

主管官庁（内閣府）、諸団体（文部科学省・独立行政法人、財団法人）との関係維持に

努め、依頼調査依頼への対応、会議研修会・説明会への出席。協力・後援依頼の提出

申請の実施。 

 

2.理事会等に関する事項 

 第 1回理事会 社員総会 平成 22 年 5 月 21 日開催 

平成 21 年度事業報告・収支決算・移行登記について 他 

第 2回理事会 平成 22 年 8月 26 日開催 

平成 22 年度事業執行・収支報告 2013 年世界選手権開催について 他 

第 3回理事会 平成 22 年 11 月 18 日開催 

平成 22 年度事業執行・収支報告 2013 年世界選手権開催について 他 

第 4回理事会 平成 23 年 2月 3 日開催 

 平成 22年度事業計画・収支予算・各種規程について 他 

3.収支及び正味財産の状況並びに財産状況の推移 

事業年度 

平成１9年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年度 

3 月期 3 月期 3 月期 3 月期 

前期繰越収支差額 2,418,604  300,744  -97,000  -1,006,662  

当期収入 11,396,881  11,933,415  12,358,776  12,343,046  

当期支出 13,514,741  12,331,159  13,268,438  11,949,703  

当期収支差額 -2,117,860  -397,744  -909,662  393,343  

次期繰越収支差額 300,744  -97,000  -1,006,662  -613,319  

資産合計 20,610,137  21,387,671  23,428,274  12,800,347  

負債合計 13,035,484  14,224,671  17,174,936  6,153,666  

正味財産 7,574,653  7,163,000  6,253,338  6,646,681  

4．解散及び設立に関する事項 

＜公益認定＞ 

平成 22 年 4 月１日「公益社団法人日本グラススキー協会」移行登記 

 

Ⅲ法人の課題 

① グラススキーの更なる普及と振興 

② 2013 年世界選手権日本開催に向けた選手強化 

③ 活動財源の確保：寄附金募集 

 

 

  本事業報告書は原本と相違ありません 

公益社団法人日本グラススキー協会 

代表理事 小林 英夫 


